
い
ふ
に
あ
る
。
〔
以
上
菅
原
〕

⑳
支
那
古
明
器
泥
象
圖
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士

濱
田
耕
作
藩

　
薯
者
曰
く
、
支
那
の
泥
象
は
希
臓
の
タ
ナ
グ
ラ
の
泥
象
ε
同
じ

く
総
代
の
大
上
衛
ミ
肚
長
上
生
活
ぐ
」
を
反
映
せ
る
小
藝
術
な
り
小

官
會
な
り
、
此
の
謙
譲
に
し
て
可
憐
な
る
形
像
は
之
を
美
術
的
作

品
ミ
し
て
愛
玩
す
る
に
足
る
細
く
、
県
史
の
蓼
考
ε
し
て
貴
重
す

る
に
籐
あ
り
L
云
々
ε
云
へ
る
此
支
那
古
代
の
明
器
泥
象
は
實
に

墨
壷
年
鶴
ま
で
は
支
那
考
古
學
の
典
籍
を
始
め
其
の
遽
物
に
接
す

る
も
の
が
な
か
っ
た
。
然
る
に
今
や
東
西
諸
國
の
博
物
館
ε
偲
入

の
附
に
襲
藏
せ
ら
る
峯
も
の
其
の
撒
幾
何
な
る
を
知
ら
ざ
る
ほ
さ

の
禺
現
を
見
て
み
る
。
こ
れ
主
ざ
し
て
一
九
〇
五
年
以
後
敷
設
せ

ら
れ
た
淋
洛
煙
道
が
支
那
洛
陽
附
近
の
古
墳
群
を
縦
噺
す
る
も
の

蕊
所
産
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
其
の
蒐
集
熟
は
軍
に
洛
陽
附

近
に
止
ま
ら
す
西
安
其
他
の
地
方
に
ま
で
及
ん
で
み
る
。
此
等
登

見
の
明
器
泥
象
は
導
入
に
あ
っ
て
は
シ
ヤ
ヴ
ア
ン
ヌ
、
ラ
ウ
フ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ル
支
那
墨
者
に
あ
っ
て
は
羅
振
王
氏
等
の
逸
早
く
紹
介
さ
る
、
も

　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

の
が
あ
る
が
其
の
副
葬
歌
書
を
明
に
す
る
も
の
が
少
い
。

　
著
者
は
京
都
帝
國
大
學
文
墨
部
に
あ
っ
て
明
治
四
十
三
年
洛
陽

に
於
て
若
干
を
獲
得
し
て
以
來
、
三
種
を
蒐
集
す
る
も
の
百
撒
十

に
越
へ
或
は
親
し
く
嚢
掘
せ
る
漢
代
墳
墓
の
も
の
或
は
世
聞
稀
に

槻
る
も
の
、
少
く
な
い
嬬
に
其
の
主
要
な
る
も
の
を
選
集
し
て
四

六
倍
版
唐
本
仕
立
の
上
下
二
野
ミ
し
上
冊
に
は
精
巧
な
る
破
璃
版

に
拝
む
る
も
の
約
八
十
葉
、
議
題
の
原
色
版
を
加
へ
、
下
冊
に
は

約
七
＋
頁
に
亙
っ
て
明
器
泥
象
の
総
論
ミ
例
鹸
の
解
設
ミ
を
附
さ

れ
て
み
る
。
著
者
の
云
へ
る
コ
は
以
て
支
那
考
古
學
上
顯
著
な

る
泄
物
の
一
般
的
概
念
を
與
へ
、
｝
は
以
て
連
覇
所
藏
品
の
臼
録

た
る
の
用
に
供
せ
ん
ミ
す
」
は
直
に
以
て
美
心
考
古
の
資
料
ミ
し

て
墨
界
を
稗
増
す
る
も
の
鮮
少
で
は
な
い
ミ
確
信
す
る
。
総
論
を

分
ち
て
十
ざ
し
泥
象
の
出
現
か
ら
設
延
し
て
其
の
製
作
の
動
機
に

及
び
次
で
漢
、
六
朝
、
磨
糠
代
の
各
種
明
器
泥
象
の
獲
蓬
ε
特
徴

ミ
を
或
は
石
彫
に
或
は
総
諜
に
彫
刻
に
類
推
し
て
其
の
細
を
究
め

支
那
泥
象
の
研
究
は
其
の
最
盛
期
た
る
唐
代
ざ
こ
れ
に
到
蓬
せ
ん

ε
す
る
準
備
努
ヵ
の
時
代
で
あ
る
漢
六
覇
の
そ
れ
を
考
察
す
る
の

要
を
古
き
、
其
手
法
の
佛
像
彫
刻
ε
窟
並
行
す
る
の
事
實
を
暴
け

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
二
七
　
　
（
四
六
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

特
に
六
朝
泥
象
の
農
側
線
が
腹
腰
部
に
於
い
て
や
、
蘭
に
挺
醸
し
◎

顔
面
の
挾
長
，
口
唇
に
古
拙
的
微
笑
を
含
め
る
も
の
Σ
あ
る
は
當

代
車
像
の
そ
れ
ミ
全
く
相
似
の
世
籾
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て

佛
像
彫
刻
の
そ
れ
ε
姉
妹
的
総
轄
あ
る
こ
ミ
を
多
く
の
絹
謹
に
よ

っ
て
詮
破
さ
れ
て
る
る
こ
ミ
は
最
も
敬
服
す
べ
き
論
蓮
の
嚇
つ
で

↓
の
ら
う
。
叉
た
解
翻
説
目
録
は
男
女
入
物
類
、
幽
鬼
頭
及
動
物
類
、
家

屋
器
用
類
に
分
ち
嚇
々
の
解
説
の
配
置
行
文
は
著
者
の
苦
心
が
窺

は
れ
る
。
繁
稚
に
し
て
形
式
化
せ
ん
ミ
す
る
此
種
解
設
文
に
一
新

例
を
築
か
れ
た
も
の
ミ
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
看
者
は
希
腰
泥
象

に
云
へ
る
ユ
ー
ゼ
ー
氏
の
君
を
引
き
て
「
そ
の
美
し
さ
は
必
し
も

實
際
の
世
界
を
現
せ
る
故
に
は
生
す
、
寧
ろ
實
際
ミ
室
想
－
こ
の
世

間
の
間
を
彷
復
す
る
庭
に
あ
り
．
誰
か
残
酷
な
る
學
衛
の
手
を
加

へ
て
此
の
可
憐
に
し
て
脆
弱
な
る
像
を
破
壌
す
る
も
の
ぞ
」
云
々

は
蓋
ゐ
著
者
に
し
て
始
め
て
ユ
ー
ゼ
重
氏
を
知
る
も
の
ミ
云
ふ
べ

き
か
。
（
京
都
市
寺
町
夷
川
、
桑
名
文
星
堂
登
行
，
優
拾
八
圓
）

⑭
日
本
原
図
の
研
究

露
學
博
士
　
清
野
謙
次
著

　
　
　
　
　
　
　
　
第
『
三
號
　
　
　
一
二
八
　
　
（
一
幽
山
ハ
六
）

　
大
正
六
年
，
京
都
帝
國
大
掴
の
濱
田
博
士
に
よ
っ
て
河
内
幽
府

石
器
時
代
墨
跡
か
ら
三
艦
の
入
撰
恒
見
あ
っ
て
以
來
、
吾
が
先
史

考
古
學
は
一
酵
期
を
劉
し
た
。
爾
來
嶽
年
，
日
本
全
土
に
亘
っ
て

採
集
さ
る
・
人
骨
は
約
唱
千
羅
の
多
き
に
及
び
其
の
約
牟
歎
は
著

者
の
多
大
の
勢
力
に
て
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
く
篇
を
想
到

す
る
時
に
は
著
者
は
既
に
磁
界
に
於
け
る
一
議
は
別
ミ
し
て
入
類

學
考
古
學
方
面
に
貢
献
す
る
偉
大
な
る
も
の
あ
る
こ
ミ
を
直
感
さ

れ
る
。
著
者
は
今
や
着
々
ε
し
て
其
の
正
式
報
告
の
研
究
に
没
頭

さ
れ
て
る
る
。
此
等
の
堅
實
な
資
料
に
築
き
上
げ
ら
れ
る
吾
が
古

代
人
骨
は
吾
が
入
射
上
に
如
何
な
る
使
命
を
傳
へ
る
も
の
で
あ
ら

う
か
。
蓋
し
吾
が
古
代
文
化
を
研
究
す
る
も
の
に
ミ
つ
て
は
一
大

指
針
を
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
本
店
は
此
等
の
基
本
ε
な
る
べ

き
人
骨
毒
見
其
他
の
資
料
編
ミ
も
見
る
べ
き
も
の
で
、
著
者
は
輩

に
備
忘
録
に
過
ぎ
な
い
ε
さ
れ
て
み
る
が
、
著
者
の
云
へ
る
「
下
ら

ぬ
考
説
や
狸
断
は
抜
き
に
す
る
」
ざ
噺
っ
て
あ
る
こ
く
」
は
備
忘
録

そ
の
も
の
が
有
力
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
薯
者
の
眞

意
が
那
邊
に
あ
る
か
を
裏
書
き
せ
し
め
る
も
の
ぐ
」
云
へ
よ
う
。
本

書
は
四
六
版
、
本
文
三
六
四
頁
撒
葉
の
荻
璃
版
を
挿
入
し
項
を
分



つ
て
「
監
本
の
濃
墨
ミ
貝
塚
の
分
布
」
「
日
本
の
貝
塚
ミ
石
器
時
代

墓
地
」
「
人
骨
探
集
ミ
入
事
關
係
」
「
貝
塚
及
古
製
の
護
掘
」
「
鋸
盤

余
論
」
「
僕
等
の
蒐
集
し
得
た
日
本
一
入
骨
」
其
他
附
録
を
以
て
し

凡
て
著
者
自
ら
の
貴
重
な
る
三
三
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
ミ
に
本
書
の
出
色
を
認
め
ら
れ
る
。
行
文
軍
易
且
つ
興
味

的
に
叙
齢
し
、
一
言
一
句
の
美
跡
麗
句
を
使
用
せ
す
し
て
人
を
し

て
警
ま
し
め
る
塵
に
著
者
言
入
の
面
目
が
窺
は
れ
る
。
蓋
し
本
書

は
日
本
人
種
想
定
の
資
料
編
ミ
し
て
軍
に
著
者
の
み
の
備
忘
録
に

止
ま
る
こ
ミ
な
く
署
が
古
代
民
族
成
立
の
概
念
を
知
ら
ん
ぐ
」
す
る

も
の
に
ミ
つ
て
は
見
逃
す
こ
ミ
の
出
來
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
（
東

京
四
谷
、
岡
書
院
畿
行
、
憤
試
圓
七
拾
銭
）

⑳
奈
良
一
円
蹟
名
勝
記
念
物
調
査
會
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
入
回
）

　
奈
良
縣
下
に
於
け
る
御
陵
墓
、
同
徳
論
地
黒
古
墳
墓
の
所
在
名

儀
、
形
駄
、
地
目
、
面
積
等
を
細
別
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
主

唱
こ
し
て
受
話
属
で
あ
っ
た
故
野
淵
龍
潜
氏
の
踏
査
に
係
る
も
の
を

基
礎
ミ
し
、
こ
れ
に
同
縣
調
査
委
員
の
補
遣
修
補
さ
れ
た
も
の
で

　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

あ
る
が
同
書
下
の
古
墳
毫
帳
ミ
し
で
斯
學
者
に
便
盆
を
輿
へ
る
も

の
で
あ
る
。
（
睡
臥
嚇
二
六
頁
、
奈
良
縣
獲
行
）

醗
東
京
府
吏
蹟
名
勝
天
然
記
念
調
査
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
冊

　
本
冊
は
東
京
府
下
の
主
要
な
る
史
蹟
に
就
て
調
査
嚢
表
せ
る
略

の
で
あ
っ
て
本
冊
に
牧
む
る
も
の
は
主
ミ
し
て
各
郡
所
在
の
城
趾

寺
院
、
舘
蛙
を
以
て
し
就
中
か
の
集
古
十
種
に
所
載
さ
れ
て
る
る

御
嶽
紳
肚
藏
の
什
器
に
嘗
て
詳
述
さ
れ
て
る
る
。
其
平
調
布
村
下

沼
部
の
古
墳
ミ
南
足
立
郡
伊
集
村
の
兜
嚢
見
の
特
殊
な
慧
跡
を
暴

け
て
み
る
。
要
す
る
に
本
府
は
武
藏
國
の
大
孚
を
治
し
江
戸
幕
府

三
百
紀
年
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
慮
で
あ
る
か
ら
其
の
史
蹟
は

大
牟
鎌
倉
以
降
に
旛
す
る
も
の
が
多
い
こ
ミ
は
他
の
京
都
府
や
奈

良
縣
等
ミ
異
っ
て
み
る
塵
で
あ
る
。
こ
の
異
っ
て
み
る
塵
が
本
府

史
蹟
の
特
色
ミ
す
る
慮
で
あ
っ
て
例
へ
年
代
の
古
る
さ
に
於
て
或

は
強
物
の
質
に
於
て
劣
る
こ
ε
あ
る
ε
も
、
そ
こ
に
江
戸
幕
府
三

百
年
の
基
礎
が
見
禺
さ
る
転
も
の
で
あ
ら
う
。
（
四
六
倍
版
、
東
京

府
登
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
」
　
　
一
二
九
　
（
四
六
七
）



第
十
釜
　
　
紹
　
　
介

⑳
熊
本
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
滞

　
本
報
告
書
の
内
容
を
分
っ
て
岡
縣
下
に
於
け
る
銅
剣
銅
鉾
の
調

査
、
石
人
S
其
の
表
飾
の
古
墳
、
奉
戴
せ
ら
れ
た
る
主
要
古
墳
調
査

の
三
項
に
附
す
る
に
熊
本
市
春
日
町
北
岡
紳
就
出
土
の
人
骨
に
就

て
清
野
謙
次
博
士
の
詳
密
な
る
報
告
を
以
て
せ
ら
れ
て
る
る
。
前

の
三
項
は
同
縣
調
査
委
員
古
賀
、
下
林
爾
氏
に
加
ふ
る
に
梅
原
末

治
氏
の
あ
る
あ
っ
て
其
の
努
力
に
員
ふ
も
の
頗
る
多
き
を
見
る
も

の
で
あ
る
。
銅
剣
銅
鉾
が
所
謂
筑
紫
鉾
ε
し
て
特
殊
の
分
布
妖
態

に
あ
る
こ
¶
こ
は
｝
方
銅
鐸
の
そ
れ
ε
相
待
っ
て
吾
が
上
代
に
於
け

る
著
し
き
累
物
の
一
で
あ
る
こ
ε
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
同
点
下
に

獲
見
す
る
十
六
ロ
に
就
て
其
の
詳
細
を
報
じ
此
の
種
の
慧
物
は
も

ミ
一
種
の
利
器
ざ
し
て
前
漢
代
に
支
那
よ
り
傳
へ
ら
れ
、
こ
れ
を

受
け
し
北
九
州
地
方
の
住
艮
は
當
時
尚
ほ
石
器
使
用
の
文
化
階
段

に
あ
っ
た
爲
に
該
慧
物
を
貴
重
聾
し
、
吹
で
自
ら
同
様
の
銅
器
を

製
作
す
る
に
な
っ
て
も
利
器
「
こ
し
て
よ
り
も
漸
次
そ
の
性
質
を
導

管
し
て
形
大
異
様
の
も
の
を
作
り
上
げ
蝋
種
の
宗
数
的
所
産
ミ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
傭
挙
ゴ
一
號
　
　
　
　
一
一
二
（
）
　
（
四
山
ハ
曽
八
）

、
つ
た
も
の
で
該
逡
物
乞
朋
の
年
代
は
恐
ら
く
彌
生
式
土
器
使
爾
の

原
繍
本
入
で
あ
っ
て
王
舞
を
中
心
－
こ
す
る
も
の
が
そ
の
盛
行
期
で

は
な
か
ら
う
か
さ
併
患
逡
物
の
彼
此
研
究
に
よ
っ
て
持
論
を
蓮
め

石
入
S
其
の
表
飾
古
墳
に
於
て
は
同
じ
く
特
殊
の
登
蓮
を
見
せ
て

み
る
此
地
方
墳
墓
が
畿
に
京
都
帝
國
大
學
考
古
學
研
究
報
告
第
一

第
三
南
珊
に
論
蓮
さ
れ
て
る
る
が
本
冊
に
は
石
人
に
就
て
慨
蓮
し

て
み
る
。
此
等
の
石
人
は
躍
り
本
縣
の
み
に
止
ら
す
筑
後
に
其
の

豊
富
を
見
る
も
の
で
あ
っ
て
雨
者
を
通
観
し
て
始
め
て
其
の
完
成

を
期
す
べ
き
も
の
，
こ
の
前
提
に
石
入
を
俘
ふ
墳
墓
は
概
し
て
前
方

後
翠
黛
に
し
て
内
に
石
棺
を
離
し
副
葬
品
に
よ
っ
て
類
推
す
る
に

六
朝
中
期
に
置
く
の
安
當
な
る
を
告
ぴ
、
石
人
そ
の
も
の
は
埴
輪

偶
人
ミ
同
一
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
此
の
特
殊
な
も
の
、
獲
蓬
は

阿
蘇
溶
岩
の
地
理
的
分
布
に
資
ふ
も
の
多
き
ε
さ
れ
て
み
る
こ
霊

は
傾
聴
す
べ
き
言
で
あ
ら
う
。
次
に
嚢
掘
さ
れ
た
る
主
要
な
る
古

墳
ミ
し
て
熊
本
市
北
岡
紳
赴
の
古
墳
、
菊
池
郡
久
米
の
石
棺
、
上

輿
城
郡
小
坂
の
大
塚
古
墳
、
宇
土
郡
島
崎
の
古
墳
、
玉
名
郡
繁
根

木
の
古
墳
等
に
就
て
詳
蓮
さ
れ
て
る
る
が
就
中
、
樋
崎
の
四
糖
並

列
、
北
岡
融
就
の
箱
式
按
等
は
興
味
あ
る
資
料
を
提
供
す
る
も
の



で
あ
る
。
此
北
岡
神
胤
境
内
の
箱
式
棺
登
兇
の
二
膣
入
骨
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

清
野
博
士
の
精
細
な
る
正
式
報
告
が
最
後
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
。

博
士
は
石
器
時
代
人
骨
、
現
代
ア
イ
ノ
及
び
現
代
日
本
入
骨
身
ミ

比
較
研
究
し
て
本
古
墳
毒
見
人
骨
が
吾
が
石
難
時
代
入
骨
に
近
似

す
る
も
の
が
あ
る
ミ
さ
れ
て
み
る
の
は
吾
が
古
代
の
入
種
問
題
解

決
に
寄
與
す
る
塵
が
少
く
な
い
ε
さ
れ
る
。
（
再
版
本
文
百
＋
二

頁
、
圓
版
五
十
葉
、
熊
本
縣
登
行
）

働
大
和
の
特
建
・
三
三
・
三
口

上
里
一
奉
編

　
大
和
に
あ
る
特
別
保
護
建
造
物
並
に
國
窪
等
は
日
本
全
藪
の
約

一
割
牟
を
占
め
て
み
る
。
本
編
は
そ
れ
ら
の
所
在
品
目
を
族
行
研

究
者
の
爲
に
ポ
ケ
ッ
ト
形
に
お
さ
め
た
も
の
で
約
八
十
頁
を
以
て

し
主
ε
し
て
同
縣
鷹
に
あ
る
國
寳
塁
帳
、
奈
良
縣
金
石
年
表
等
に

よ
つ
て
市
郡
別
に
分
類
記
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
附

す
る
に
逆
算
年
表
を
以
て
し
て
み
る
の
は
族
行
研
究
者
に
ミ
つ
て

調
法
で
あ
ら
う
。
（
奈
良
、
飛
鳥
倒
醗
行
、
便
七
拾
銭
）
〔
以
上
島

田
〕

第
十
巻
　
　
藁
　
　
報

彙

報

　
　
醗
皇
太
子
殿
下
の
行
啓
オ
台
覧
品

　
寂
る
五
月
十
七
属
皇
太
子
殿
下
我
京
都
嫡
々
大
學
に
行
啓
あ
ら

せ
ら
れ
、
諸
種
の
墨
術
謬
考
品
を
台
覧
あ
む
せ
ら
る
。
其
際
の
台

寛
品
に
し
て
文
學
部
に
属
す
る
も
の
及
び
其
の
説
明
左
の
如
し
。

　
南
北
合
膣
三
三
を
記
せ
る
足
利
義
満
の
三
三
（
公
雷
近
衛
文
麿

寄
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
文
墨
博
士
　
三
浦
周
行
論
明

　
南
北
朝
の
臨
急
は
歴
史
上
の
重
要
問
題
な
る
も
、
從
來
未
だ
其

の
條
件
を
詳
か
に
せ
ざ
り
し
が
、
ホ
書
一
た
び
出
で
て
始
め
て
其

の
眞
枳
を
明
か
に
す
る
こ
ミ
々
得
た
り
。
本
書
は
南
北
合
…
髄
に
斡

旋
せ
る
義
満
が
、
同
じ
く
南
朝
の
阿
野
賢
儒
に
贈
れ
る
も
の
に
し

て
後
魏
山
天
皇
よ
り
後
小
松
天
皇
に
三
種
の
鷲
谷
を
傅
へ
ら
る
、

に
際
し
、
一
位
の
儀
式
を
以
て
す
べ
し
ε
の
南
朝
の
提
議
に
同
意

を
表
せ
る
こ
ざ
を
始
め
、
他
の
記
録
の
載
せ
さ
る
新
事
實
を
傳
ふ
．

る
貴
璽
の
史
料
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
響
胴
號
　
　
　
一
一
二
一
　
（
四
六
九
）


